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【調査報告】

大学生の違法薬物への意識に関する実態調査

誠西城戸

図１入学経路１はじめに

大学生による述法薬物に関わる２Ｗ|:が頻発し

ている。法政大学でも2008ｲli10)1に大麻所持の

lAMが発覚したことは記憶に新しい。法政大学

ではhilfF10月から大麻等薬物仇１１]|yjjL対策を行

っているが、人間環境学部では主に学部１年L'二

lhlけの必修識義「人間環境学人|Ⅱ|」において、

｢薬物乱用防11教育」を実施した（2009年４１三'22

11)。さらに、この薬物乱用|ﾘjjt教育の識義の｢'１

で、本学部の学4kの違法薬物に対する意識をＩｉＩｉｉ

認するためにアンケート調査と尖li1jした。本稿

はその調査結果をまとめたものである。

本調査の調杏項'1の設計については、早稲'1］

大学学生部発行の「WASEDAWEEKLY」（2009

イド３月18号）を参IliMした！)。以下の分析・考察

においても比較対象のために必要に応じて、早

稲|]｣調査の結果を参照することにしたい。

人入試

も含む）
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３違法薬物に対する意識

さて、llIl答者の薬物に対する意識、イメージ

はどのようなものであろうか。図２は回答者全

体、ｌＸｌ３はり)子学生、図４は女子学生の結采を

示したものである。

図２から基本的に違法薬物に対してマイナス

のイメージを持っている学生が多いことが分か

る。また、「気持ちよくなれる」「ストレスWi11iIi

によい」「ダイエットに効采がある」「lllIl気覚ま

しに効果がある」など違法薬物による効采につ

いてlmlllでIrr〔伝されている情報も共有されてい

ることが見いだせる。

男子学Lliと女子学生を比'校すると、男子学生

の方が「使lll・所持は悪いことだ」という|Ⅱ|答

が少なく、「－度くらいなら害は少ない」「タバ

コより害が少ない」を「そう思う」という|Ⅱ|符

が多いことが分かる。ここから男子学生の述法

薬物のモラルのＩ;|il対的な低さがliTIえる。－ﾉﾉ、

女子学生は、「莱物'１１赤になる可能性がある」「犯

ｿ'1に巻き込まれるＵ能性がある」というJril=|に

ついて「そう思う」という回答が多い。だが一

力で、「そう)iMわない」という回答も女性が多い。

_上記の結采をl1i:せて考えると、女子学生の薬物

２回答者のプロフィール

本調査を実施した人間環境学人'''１は、１イド次

の必修科'三|であり、クラス別に２コマ（１時限

|=|と６時眼目）に|ﾙl講している。本調査の有効

|ﾛ|答数は305であり、`性別ごとではり)子：151名、

女子：153名、学年では１年次生が全体の944％

を,Liめている。また、ｌｆﾄﾞ次生で現役学生は

81.4％（Ｎ=227）である。さらに、回答者の入

学経蹄を示したものが、図１である。なお、以

~卜で述べる違法薬物への意識等の項|=|について

Ｍ受学生とそれ以外、回答者の人学経路別にお

いて、統計的に有意な回答の差は見いだせなか

った2)。したがって、以下の分析においては、主

に性別ごとの分析を行うことにする。
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図２薬物についての意識（全体）

iXiiiiiiiiM蕊霧蟻気持ち良くなれる

ダイエットに効果がある

眠気覚ましに効果がある

ストレス解消によい

アルコールより害が少ない

タバコより害が少ない

－度くらいなら害は少ない

使用・所持は悪いことだ

犯罪に巻き込まれる可能性がある

薬物中毒になる可能性がある

20V7Ｍ 519％ 31.9％ 16.4％ 

iI318州朔21MＩ 54.4％ 18.4％ 

iiiiiljii no聯816船 53.3％ 20.7％ 

蝋jijillmi蕊i1I 【915州臘ll3v8)Xｌ 46.4％ １４．１％ 

6V3％ 79.6％ 9.9％ 

糠⑥K2ル９７恥 77.4％ 6.9％ 

幽砕
斗副7U7Hi7M 

8310船 15％ 

83『6)Mｊ 616％ 

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００m 

□憲灘う■そう思う園まあそう思う □そう思わない□わからない

図３薬物についての意識（男子学生）

１３．９/ｂ 気持ち良くな

ダイエットに効果が

眠気覚ましに効果が

ストレス解消に

れる

ある

ある

よい

}2卵脳

53.6％ 

ｌｌ２６ｄｈ ８．６A ４９．０％ 

’11.3。 １５２ん39.1％ 

10.7ｏ ９．３ｏ り害が少ないアルコーノしよ 78.0％ 

８r6oo １１．９/ｂ タバコより害が少ない ７４．２％ 

－度くらいなら害は少

使用・所持は悪いこ

犯罪に巻き込まれる可能性が

ない

とだ

ある

７０．２％ 

１１３１２， .!｡Ii6oo53ノ
１．３％ 

l霞iXiijiiWn既'厩
２．６％ 

薬物中毒になる可能性がある

lLT雨5

０２０１０３０４０５０６０７０８０９０10006） 

□憲認;う■そう思う園まあそう思う □そう思わない□わからない
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図４薬物についての意識（女子学生）

気持ち良くなれる

ダイエットに効果がある

眠気覚ましに効果がある

ストレス解消によい

アルコールより害が少ない

タバコより害が少ない

－度くらいなら害は少ない

使用・所持は悪いことだ

犯罪に巻き込まれる可能性がある

薬物中毒になる可能性がある

５２耐H■:空灘測職J)ケU鮒:9％ ３８．６％ 

６．５１０．４111V0． 5５． 2％ 

85615%’912％ 57.5％ 

53.6％ 

｢00％ 

,|薯;:----
87.6％ 

l雲讓、
85.0％ 

ゴ４．４V/ｂ

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０100(％） 

国憲灘う■そう思う■まあそう思う □そう思わない□わからない

に対するモラルの高さとlTil時に、「'二|分にはそも

そも違法薬物はljM係がない」という薬物|]体へ

の|側Ｉ係''4のなさによる無関心さが|同lえる。

さらに、述法薬物に対する浴ｲｌｉ的なIjM心のり）

女差を見ると、「ストレス解消によい」という点

はり)子学生に多く、「ダイエットに効果がある」

という点は女子学Lliに多い。それぞれの｢|常的

なUIl心と述法薬物の効能として指Ｉｉ１ｉｉされている

点が'１１俟って、このような|Ⅱ|答になったと考え

られる。その証左として、「アルコールより害が

少ない」「|眠気覚ましに効果がある」という項Ⅱ

への|jM心度はり)女装はほとんど見られない。

また、｜皇''三|ⅡⅡ|答ＩＩｌｌには「識習の内容についてす

でに知っていることが多い」という回答も見ら

れたが、多くの学/tが「ためになった」と|Ⅱ|答

し、「これまで習ってきた|ﾉl容よりもリアル（例

えば、幻覚作用のイメージ山像）であり、改め

て薬物の怖さを('1つた」という声も兄られる゜

これらの点も''1脾まえても、大学における薬物防

lL講習は必要であるといえるだろう。

次に、難物に対する知識のｲ丁無について見て

いこう（表１～３)。述法薬物が使川だけではな

く、所持やl1ij1Ifでも法律述反に当たるという点

については、９Mlll以｣この学生が知っていた（表

１）。だが、「他|Ｔｌでの死Ⅱ:'|や終身){'|の可能,Ｈ１」に

ついて、illっている人は半数にiil'１iたない（表２)。

また、大麻が党IMi1i1剤などの他の述法薬物の入り

１１となる「ゲートウェイドラック」であることに

ついてのkll識も711|'|ほどにとどまっている（衣

３）。また、衣２，３から分かるように、述法薬

物へのそもそもの関心の薄さからか、女子学4ｋ

が「知らない」というＩⅡ|答がやや高いことが見

いだせる．

４薬物防止講習について

＿上述したように、法政大学の大麻等薬物使I11

1yjll二対策の一環として、本学部の必修科'三|の中

で薬物防止講習を実施したが、大学入学以前の

段階でどの栂度、薬物識習を受iil'｝しているので

あろうか。ｌＸｌ５は薬物防1t荊習の受識の有無を

尋!ねた結果である。’１１学校やiifli等学校で受講を

している学生が多いことが分かるが、全く受識

したことがないという|｢］答も１iMll）ＭｌｌＷ在する。
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図５薬物’

７８．４ 

擶習の禺詞

｡男■
■女’

四全体

3９．２ 

小学校時代中学校時代

５違法薬物への関心および入手可能性・周囲

の所持状況

続いて、違法薬物への|對心度について見てい

こう。｜又'６は大麻等の述法薬物への|兇|心を尋ね

た紡采である。「とても'41心がある」「少しは関

心がある」という'Ⅱ|答をした学生は合計すると

全休の7.3％であり、男女別ではり)子学生の方が

商い（9.2％)。早稲'１１大学の調査紬采（金学年）

と比較すると、述法薬物への関心（｢とても関心

がある」「少しはUM心がある」の合計）は、法政

入学人llIl蝋境学部では男子学生が9.2％、女子学

化が5.3％に対して、早稲|]1大学は、ｿ)子学生が

8.3％、女子学生が7.3％であった。法政大学の

り)子学LLの方が|仏|心は高く、女子学生は低いこ

とが伺える。

一〃、図７は大麻等の述法薬物に関するｗｅｂ

サイトやｉ１ｉ籍を1,1』た経験を示したものであるが、

全体の２ｉＭｌｌの学生が数'１１|でも閲覧したと|Ⅱ|答し

ている。なお、lilIliilll大学の調査結果も、「よく

lj31魔している」が1.6％、「数|Ⅱ|、閲覧したこと

がある」が26.0％である。

表１所持や栽培が法律違反に当たる (％） 

クⅡっているjllらないイト

－－m 
一一■円

表２国によっては死刑や終身刑に処される（％）

Allっているし､

ｿ）４７０５）０ 

ｋ４０１５〔)〔）

＋(ト４｝(）５(〕４

合
一
皿
Ⅲ
而

計一川一側一Ｍ

表３大麻が「ゲートウェイドラック」である（％）

合
一
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

計一川一Ⅲ｜川

洲一女一州

図６大麻等の違法薬物への関心（％）

男

女

全体
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図７大麻等の違法薬物に関するwebサイトや書籍を見た経験（％）

ZLi］ ■よく閲覧して
いる

■数回、閲覧し
たことがある

四１度も閲覧し
たことがない

男 【､、 １m 

■（TIL】女

全体 HＩＨ 

図８違法薬物の入手可能性（％）

■絶対、

不可能だ

■ほとんど

不可能だ

□なんとか

手に入る

■簡単に

手に入る

【lわからない

園男 39.3 

■I■■■繍繊iii蕊iiiiijiil女 B5A5占いjhL
-j--~ 

１２３ 全体 37.4 

Ⅱ９周囲で0 預出・所ｵﾖ届の刃三ｍI

也赴

か手に入る」と|Ⅱ|客し、違法薬物が大学生の生iili

のＩｌｌで１１端的な存在であることが分かる。早稲

|Ⅱ大学での洲介州ｌｉ采と比較すると、法政大学が

｢簡単に手に入る」22.8％、「なんとか手に入る」

37.4％に対して、111稲R1大学は、「iWililに手に入

る」17.3％、「なんとか手に入る」36.3％、「ほ

とんど不可能」18.6％、「絶対に不iJ能」8.7％、

｢わからない」19.1％であり、「簡単に手に入る」

というＩⅡ|答は法政大学の学生の方が多い。

次に、周lIilでの述法薬物使Ⅱ]・所持の有無（lＸｌ

９）を尋ねると、全体で8.6％、リ)子学生は11.3％、

女子学41ﾐは5.9％がli1rllnIに違法薬物の所持、使川

:行がいると'111答している。111稲|[|大学と比較す

ると、周ｌｊＩｌの所持・使用者がいる学生は、法IIil（

大学のり)子学Lliは113％（ＤＫ21.2％)、女子学

さて、以上の結果から、法政大学人|Ｈ１環境学

部の学生は、違法薬物への関心があるといえる

のであろうか。’二'''11回1答欄を見ると、Iiliiかに違

法薬物によって「気持ちよくなれるかどうか」

という'Ⅱ1答もごく少数であるが),!｣られる。しか

しながら、学生の違法薬物への|塊|心は、’二１分の

使川にllMする関心というよりも、イ1.γ,人、スポ

ーツ選手などが使)|]することへの|對心であるこ

とが多い。口''111]|答lWlの結采だけを)１１M呑みにす

ることはできないが、「違法薬物への|1M心＝薬物

の仙１１１可能性」と結論づけることは早急である

かもしれない。

だがその一方で、現在の大学生の述法薬物へ

の人手可能性（図８）について尋(ねると、全休

の６割が違法薬物が「iiiiililに手に入る」「なんと

Hosei University Repository
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ＸｌｌＣ ７)擁力頁盃Ｏ）７百ﾖ1m

【］

６．７ 

生は5.9％（ＤＫ17.1％）に対し、早稲[[1大学の

り)子学生は9.4％（ＤＫ23.6％）、女子学生は

11.1％（ＤＫ21.7％）となっている。述法薬物の

人手可能Wliに関して、リ)子学生は法政大学の〃

が若干多いが、女子学生に|剰しては、法政大学

人'１１１環境学部の方が半分Fi1度である。

さらに、述法薬物の勧誘の有無をlAlいた結采

(図10）を兄ると、全体で2.0％、リ)子学生で3.3％、

女子学生で0.7％が勧誘を受けている。なお、述

法薬物の勧誘について「答えたくない」という

回稗を、勧誘があったけれども答えたくない人

と拡大解釈をすれば、さらに勧誘された経験稀

の率は｣壬がる。ただし、111稲田大学では勧誘さ

れた絲験があるｿ)子学４kは5.6％、女子学生は

5.8％であり、勧誘という点については法政大学

人ｌＩｌｌ蝋境学部の〃がその率が低いことが分かる。

６まとめにかえて

lIiﾐｲﾄﾞから法政大学以外でも、大学生の違法薬

物の所持駝使)'１に関するzlI件が立て続けに報道

されているが、さらに2009年夏には有名人の薬

物便111が'111ⅡのiiiIi題を賑わした。本調査報告の

ﾊ!i采は、残念ながら、１Ｍｲ};の[|本の大学１kにと

って、述法薬物は日常的な存在となってしまつ

１ 
図１１セミナーが役に立ったか（％）

|■とても役に
）立った

■少しは役に
立った

L】あまり役に

立たなかつ

’た

■全く役に立

たなかった
L＿ 

麺
圏
４男

女

１．４ 

１１ 
７ 

体

3． 

図１２違法薬物に関与した学生への処分について

３．３ 

(％） 

璽覇iYiIYjIiiIJIiiiiiiiiiiiYi

鰄
叩
鰯
０
鰯

■退学処分は妥当
である

■退学は厳しすぎ
るので、停学処
分の方がよい

回厳通注意程度で
よい

■わからない

男 ノヘ(ｉｆい皇゛歯
･埒xガボヤハ

.■01, 

女

体
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たということを示唆している。もっとも法政大

学人１Ｍ|環境学Wljに限って言えば、特に女子学生

は、早稲田大学のデータと比較すると述法薬物

への関心、接触は低いとも言える。だが、総じ

て「どの大学のどの学生も同じ状況」であると

言った方が正しいであろう。このことは本学の

学生もちょっとしたきっかけから述法薬物に桜

する機会を持つTII能性があることを意味してい

る。述法薬物の所持・使用の低ｲMi6化も指摘さ

れている中、今後も薬物乱111防I上教育を継続す

る必要があり、本調査のような大学生に対する

意識調査も継続的に、かつ、早IWi1ll大学調沓の

ように全学的に実施することが皿要であろう。

註

１）本調査の具体的な項'二|については、巻末資料を参!'(１

のこと。また、早稲'11大学調行の設計にあたった

’10崎尚子氏（lTl稲|]1大学大学院文学学術院教授）

から、事後的ではあるが調査票jllil1のl川許可を

頂いた。記して感謝したい。

２）また、以下の分析では、サンプルサイズの'１１N、

や、サンプリングにも課題があるため、統計的

検定は実施しなかった。
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資料調査票と単純集計

各設問の回答者の割合（％）と実数（N）を記載した。実数は無回答・不明を除いてある。なお、以下の調査票

のレイアウトは、回答者の割合と実数を記載したため、若干変更してある。

違法薬物への意識と薬物防止セミナーに関する調査（法政大学・人間環境学部）

本日の講義が始まる前に、問１～問１１までの質問に答えてください。セミナー終了後、問１２～問１３まで回答

し、提出してください。

問lあなたのことをお伺いしま-i１３（）内に当てはまる箇所の番号に○をつけてください。

（１）性Bll（１：男（49.5％Ｎ=151）２：女（50.5％Ｎ=154)）

(2)あなたの学年（１:一年時生（94.4％Ｎ=288）２：二年時生以上（5.696Ｎ=17)）

(3)あなたが高校を卒業したのは何時ですか｡（１：今年の３月（76.7％卜227）２：昨年以前(23.3％Ｎ二69)）

あなたの入学経路はどれですハ

ー般入試（Ｔ日程．Ａ方式）（54.9％卜168）

指定校推薦（17.096Ｎ=52）

附属学校推薦（13.7％卜42）

留学生試験（1.096Ｎ=3）

⑲
１
３
５
７
 

Ｉ
 

２大学センター試験（7.2％卜22）

４自己推薦（2.0％Ｎ=6）

６スポーツ推薦（2.696Ｎ=8）

８社会人入試（編入も含む）（1.6％Ｎ=5）

問２あなたは、大麻等の違法薬物に対して、どのようなイメージ・意識を持っていますか。それぞれの項目に

ついて、当てはまる箇所の番号に○を－つつけてください。

２４９９６０１=76） ６２９６（N=19） １６４％０１声50）

１８８９６０１=56） 

２０７９６０牛163）

1619601=49） ９８％（N=30） ４６２９６０１=141） １４１％０１=43） 

０３％（N=1） ７２％（N=22） ８６９６（IF26） 

２０％（件6） ６６％（IMO） ９８％（N=30） 

３６９６（卜11） １０１９６０Ⅱ=31） ７７１９６０Ｍ36） 6.9％（卜21）

９２％（卜28） ４６％（卜１４） ４９％（卜15） ３９％（卜12）

７５％ＯＭ３） ２６％（N=8） ３３％（N=10） ３９％（N=12） 

８３３％０１=255） ６５％（作20） １６％（仲5） ３９％（卜12） ４６％（作14）

問３あなたは、いままで「薬物乱)fl防止」に関する講習会や|受業を受けたことがありますｍある場合はいつ

頃ですか。当てはまる箇所の番号に○をつけてください（複数回答可)。

１ 

小学校１１寺代

(30.2％卜92）

２ 

中学ｲ交時代

(72.596Ｎ=221） 

３ 

高校Ⅱ寺代

(78.4％卜239）

４ 

いままで受けたことはない

（8.996Ｎ=27） 

そう),LAう アブあ思士亟芦フそ

あまり

そう思わない

そう

)111わない わからない

１気持ちよくなれる 20.7％０１二63） 24.9％０F76） 6.2％（N=19） 31.8％（ＩＦ97） 16.49601=50） 

２ダイエットに効果がある 7.2％（N=22） 6.2％（作19） 14.1％０１=43） 54.2％０ト166） 18.8％０１=56） 

３眠気覚ましに効果がある 8.5帖（N二26） 6.6％（N二20） 11.1％０１=34） 53.1％０W=162） 20.7％０ﾄ163） 

４ストレス解消によい 10.8％０ﾄ42） 16.1％０１=49） 9.8％（N=30） 46.2％００=141） 14.1％０１=43） 

５アルコールより害が少ない 0.3％（1Ｗ） 1.3％（N=UI） 7.2％（N=22） 82.6％01屯51） 8.6％（N=26） 

６タバコより害が少ない 2.096（N=6） 2.3％（N=7） 6.6％（1膳20） 79.3％０１=242） 9.8％（N=30） 

７－度くらいなら害は少ない 2.3％（N=7） 3.6％（卜11） 10.1％01=31） 77.1％０Ｍ36） 6.9％（Iﾄ21） 

８使用・所持は悪いことだ 77.5％０１=237） 9.2％（N=28） 4.6％（N=14） 4.9％（N=15） 3.9妬（N=12）

９犯罪に巻き込まれる可能性がある 82.7％０V=253） 7.5％（Iﾄ23） 2.696（N=8） 3.3％（N=10） 3.9％（N=12） 

１０薬物中毒になる可能似性がある 83.3％０Ⅱ=255） 6.5％（Iﾄ20） 1.6％（N=5） 3.9％（N=12） 4.6妬（N=14）
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● 

6１ 

illl4あなたは、以下の麻薬等の薬物について知っています汎当てはまる箇所の番号に○をつけてください。

４９％（N=15） 

ｌｌＩｌ５あなたは、現在、大麻等の違法薬物に関心がありますｍ当てはまる箇所の番号に○をつけてください。

１ 

とても関心がある

（問６へ）

（0.7％卜2）

２ 

少し関,心がある

（問６へ）

(6.6％Ｎ=20） 

３ 

あまり関ＪＤはない

（問７へ）

（28.996Ｎ=88） 

４ 

全く関心がない

（問７へ）

(63.896Ｎ=194） 

'''１６問５で１，２に○をつけた方にお|}Ⅱきします。どのような点に興味があります加自由にお書きください。

問７あなたはこれまで大麻等の違法剰勿に関するｗｅｂサイトや書鰭を見たことがありますか｡当てはまる箇所

の番号に○を一つつけてください。

１ 

よく閲覧している

（0.7％Ｎ=2） 

２ 

数回、閲覧したことがある

（20.596Ｎ=62） 

3 

11変も閲覧したことがない

（78.996Ｎ=239） 

''１１８仮にあなたが大麻などの違法薬物を手に入れようとした場合､入手可能Ｎｉについてどのように`思いますか､。

当てはまる箇所の番号に○を－つつけてください。

４ 

簡単に手に入る

(22.896卜69）

１ 

ﾎﾟ､対、不可能だ

(5.696卜17）

２ 

ほとんど不可#僧だ

(12.296Ｎ=37） 

３ 

なんとカユ手に入る

(37.696Ｎ=114） 

５ 

わ力､らない

(21.8％Ｉ仁66）

'１１１９あなたの周りで、大麻等の違法刺勿を所持したり、使用したりしている（いた）人がいます力ｂ当てはま

る箇所の番号に○を－つつけてください。

２ 

いない

(72.4％卜220）

１ 

いる（いた）

(8.6％卜26）

３ 

オフ刀､らない

(19.196Ｎ=58） 

知っている 知らない

１現在の|]本では､大麻を使用しなくてもその所持や栽培が法律違反に当たる 95.1％０１=289） 4.9％（IH5） 

２国によっては大麻等の違法薬物の密輸、所持、使用が死)｢|]や終身〕|｢||を含

む厳罰に処される
43.4％（N=132） 56.6％ＯＬ172） 

３大麻が「ゲートウェイドラック」（他の違法薬物への入り口）になり、薬

物中毒になる可能性があること
74.7％ＯＭＩ7） 25.3％（N=77） 
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6２ 

''１１１Oあなたは、これまでに大麻等の卿勿を他人から勧められたことがあります畑当てはまる箇所の番号に○

を一つつけてください。

１ 

ある

(2.096Ｎ=6） 

２ 

ない

(96.796Ｎ=294） 

３ 

答えたくない

(1.396Ｎ=I） 

問１lあなたは、大麻等の違法薬物に関与した学生が、退学処分になることに対して、どのように思いますか。

当てはまる箇所の番号に○を－つつけてください。

１ ２ 

退学は厳しｻｰぎるので､停

学処分の方がよい

（12.2％Ｎ=37） 

３ ４ 

厳重注意程度でよい

（2.0％卜6）

退学処分は妥当である

（77.096Ｎ=234） 

わからない

(869％卜27）

以上で終了です６記入漏れがないかもう一度、確認して下さい。セミナー終了後、裏面の質問に答えて下さい。

■■セミナー終了後、以下の質問に答えてください。

問１２本日のセミナーは役に立ちましたれそれとも役に立ちませんでした血

１ 

とても役に立った

(58.5％卜172）

２ 

少しは役に立った

(36.496Ｎ=107） 

３ 

あまり役に立たなかった

（３．７９６１Ｈ１） 

４ 

全く役に立たなかった

（1.496Ｎ=4） 

''''１１３本日のセミナーに対する感想をお聞かせください。
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